
東
北
関
東
大
震
災
発
生

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
ご
ろ
、
三
陸
海
岸
沖
を
震
源
地
と

す
る
大
震
災
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
０
）
が
発
生
し
、
大
き

な
津
波
が
北
海
道
か
ら
茨
城
県
に
か
け
て
来
襲
し
、
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
各
地
の
被
害
は
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
道

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
東
北
各

県
の
多
く
の
難
病
患
者
さ
ん
に
も
連
絡
が
つ
か
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
と
、
各
疾
病
団
体
な
ど
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

当
会
の
会
長
で
仙
台
出
身
の
神
森
和
子
さ
ん
の
ご
親
戚
の
方
々

に
も
未
だ
連
絡
が
つ
か
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
会
員

の
な
か
に
も
同
じ
よ
う
に
不
安
な
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
方
も

居
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
義
援
金
の
取
り
組
み
】

こ
の
大
震
災
に
あ
た
り
「
難
病
患
者
家
族
会
き
ほ
く
」
と
し

て
、
義
援
金
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
に
は
左
記
の
郵
便
振
替
口
座
に
お
振
り
込
み
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
振
込
用
紙
も
同
封
致
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
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那賀地方

患者家族会

きほく

３
月
16
日

朝
日
新
聞
和
歌
山
版
掲
載
（
記
事
詳
細
）

「
亡
き
娘
の
恩
返
し
義
援
金

１
千
万
円
」

紀
の
川
市
難
病
患
者
家
族
会
事
務
局
長

森
田

良
恒
さ
ん

紀
の
川
市
北
涌
に
あ
る
不
動
寺
の
住
職
森
田
良
恒
さ
ん
（
60
）

が
15
日
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
贈
っ
て
ほ
し
い
と
義
援

金
１
千
万
円
を
同
市
役
所
に
託
し
た
。
市
は
さ
っ
そ
く
日
本
赤

十
字
社
県
支
部
（
和
歌
山
市
）
に
届
け
た
。

森
田
さ
ん
は
１
９
８
５
年
に
当
時
５
歳
の
次
女
を
胆
道
閉
鎖

症
で
亡
く
し
て
い
る
。
生
後
間
も
な
く
、
専
門
医
の
い
る
東
北

大
学
付
属
病
院
（
仙
台
市
）
に
約
１
年
半
の
間
入
院
し
た
と
い

い
、
「
医
師
や
看
護
師
ら
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら

れ
な
い
」
と
寄
付
を
思
い
立
っ
た
。

現
在
は
紀
の
川
市
難
病
患
者
家
族
会
の
事
務
局
長
を
務
め
て

い
る
。
「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
運
動
」
が
盛
り
上
が
っ
た
１
月
に

は
、
市
出
身
の
医
師
華
岡
青
洲
の
名
義
で
会
に
１
０
０
万
円
の

寄
付
が
あ
っ
た
。
森
田
さ
ん
は
「
今
度
は
私
が
少
し
で
も
助
け

に
な
り
た
い
」
と
話
し
た
。
（
記
者
・
燧
正
典
）

東北関東大震災義援金
郵便振込口座
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＜名義＞

那賀地方患者家族会きほく

名目は「義援金」とお書き下さい

■災害に備え、もういちどチェックしましょう■
【難病患者の災害時におけるチェック項目】（ウラ面にもあります）

１．地震などの災害対策について

（１）家具などの転倒防止について

①自宅の耐震診断を受けた □はい □いいえ

②自宅の耐震工事を行った □はい □いいえ

③家具の転倒・落下防止を行った □はい □いいえ

④ガラスに飛散防止フィルムを貼った □はい □いいえ

（２）次の災害時の必需品を準備している

①患者の医療情報を記載したもの □はい □いいえ

②携帯電話・ラジオの準備 □はい □いいえ

③医療に必要な機材（人工呼吸器など） □はい □いいえ

④外部バッテリ、自家発電機 □はい □いいえ

⑤医薬品の準備 □はい □いいえ

⑥飲料水 □はい □いいえ

⑦非常持出品をバッグに詰めている □はい □いいえ



（３）避難対策

①避難所を確認している □はい □いいえ

②避難経路を確認している □はい □いいえ

③避難する歳の支援者を確保している □はい □いいえ

④緊急搬送・避難方法を確認してい □はい □いいえ

２．支援者支援機関との連携体制の構築

（１）災害緊急カードの作成 □はい □いいえ

（２）支援者・支援機関への情報提供

①市町村 □はい □いいえ

②消防機関 □はい □いいえ

③電力会社 □はい □いいえ

④医療機器のサービス担当会社 □はい □いいえ

⑤訪問看護ステーション・ホームヘルプ事業者 □はい □いいえ

⑥民生委員等 □はい □いいえ

⑦町内会・自主防災組織 □はい □いいえ

⑧近隣住民 □はい □いいえ

⑨かかりつけ医・専門医との連携 □はい □いいえ

（３）家族・支援者・支援機関との緊急時の連絡方法について

①NTT災害伝言ダイヤル、家族内連絡方法確認 □はい □いいえ

②市町村 □はい □いいえ

③消防機関 □はい □いいえ

④電力会社 □はい □いいえ

⑤医療機器のサービス担当会社 □はい □いいえ

⑥訪問看護ステーション・ホームヘルプ事業者 □はい □いいえ

⑦民生委員等 □はい □いいえ

⑧町内会・自主防災組織 □はい □いいえ

⑨近隣住民 □はい □いいえ

⑩かかりつけ医・専門医との連携 □はい □いいえ

３．「災害時要援護者支援計画」について

（１）あなたの病気の情報を保健所から市町村に提供することに同意されますか？

□はい

□いいえ

（２）上の質問で「いいえ」の場合その理由は何ですか？

□自分の病気を知られるたくない

□自分と家族だけで避難できる

□個人情報が漏れることに不安

私たちの地域では東南海地震が予想されています。

今回の大震災を見ていると決して他人事ではありません。

万全の備えをしている方は何人いるでしょうか。安心できる状況ではありません。

災害時にパニックにならないように、身の回りのことについてもう一度点検しておきましょう。

那賀地方患者家族会 きほく通信【公式HP】http://www2s.biglobe.ne.jp/~wananren


